
                                                                                                                    

 

 

熊本市立田迎南小学校  校長室だより  

      第6号   令和７年９月１２日 
まごころ 【 あいさつの心  そうじの心  花の心  かがみの心 】 

 

 

「相手を知ること」からはじまる平和 

戦争の悲しみを乗り越え、平和を願う気持ちを込めて、毎年8月9日に長崎

市長が世界に向けて発信している言葉です。その中にこんな一文があります。 

「たとえ一人ひとりの力は小さくとも、それが結集すれば、未来を切り拓く大

きな力になります。被爆者は、行動でそう示してきました。はじめの一歩は、

相手を知ることです。対話や交流を重ね、互いに理解し、小さな信頼を重ねて

いく。これは、私たち市民社会の大きな役割です。」 

私はこの言葉に、心の教育の大切なヒントがあると思いました。 

心の教育つまり豊かな心を育むことは、みんなが安心して過ごせる学校、友

達と笑い合える毎日をつくるために、とても大切な力です。 

では、「相手を知ること」とは、どういうことでしょうか？たとえば、クラス

で新しい友達が転校してきたとき。名前を覚えるだけでなく、「どんなことが

好きかな？」「どんなことで困っているかな？」と考えてみる。話しかけてみ

る。遊びに誘ってみる。そうすることで、少しずつその人のことがわかってき

ます。 

ある子供が、給食の時間に黙って席に座っていました。「どうしたの？」と

声をかけると、「今日はお腹が痛くて食べられない」と言いました。その一言

で、まわりの友達は「大丈夫？」「保健室行く？」と心配し始めました。その

子供は「ありがとう」と言って、少し笑顔になりました。これが、「対話や交

流を重ねる」ということです。話すこと、聞くこと、気持ちを伝えること。そ

れが、心と心をつなぐ橋になります。 

そして「小さな信頼を重ねていく」こと。「ありがとう」「ごめんね」「だい

じょうぶ？」という言葉は、信頼の種です。毎日の挨拶、困っている人への声

かけ、友達の話を最後まで聞くこと。そうした小さな行動が、信頼を育ててい

きます。 

みなさんの中には、けんかをしたことがある人もいるでしょう。でも、あと

で「ごめんね」と言えたとき、相手も「いいよ」と言ってくれたとき、心が少

し軽くなったはずです。それは、信頼が戻ってきた瞬間です。 

 

みなさんは毎日の生活の中で豊かな心を育んでいます。友達との関わり、

先生とのやりとり、家族との会話。そのすべてが、心を育てる時間です。 

「相手を知ること」から始まる平和。それは、世界の話ではなく、みなさん

の教室から始まる話です。今日から、ちょっとだけ「相手を知ろう」とする

気持ちを持ってみてください。話しかけてみる。聞いてみる。助けてみる。

その一歩が、やさしい学校、やさしい社会をつくる力になります。みなさん

の心が、やさしさと信頼でいっぱいになりますように。そして、みんなで平

和をつくっていきましょう。 

 

９月19日（金） 前期の通知表をお渡しいたします 

 熊本市の小学校における通知表配付は２回となっています。１回目の配布

時期は学校で決めてよいことになっています。本校は９月19日（金）に配付

します。各ご家庭におかれましては、お子さんの頑張りや努力を認め、後期

につながる励ましをお願いいたします。 

 後期は、見学旅行や修学旅行、水俣に学ぶ肥後っ子教室、集団宿泊教室、

などなど、たくさんの行事があります。一つ一つの行事をとおして力をつけ

ることができるよう、その過程を大事にしていきたいと思います。 

5年生は水俣に関する学習が始まりました。6年生は修学旅行にむけての準

備が始まっています。真剣に学び、正しい知識を身に付け、現地でさらに深

く学んでほしいと願っています。 

 5年生が2泊3日で行う集団宿泊教室は、今年の4月から金峰山自然の家

を利用することができるようになりました。「やまがらビレッジ」という愛称

で親しまれています。コテージ風の建物で、一般市民や県民のみなさまも利

用することができます。本校は11月6日～8日に行きます。 

 

【お知らせ】 

校舎外壁の塗装工事が行われています。来年の2月ごろまで続く予定です。 

 

 

 

 

 

 

 


